
 

  

に
しています。

大規模火災など大惨事になりかねません！

爆発に注意 

     火の取扱い 
に注意! 

     可燃物の管理 
・整理を徹底! 

     消火設備の 
確認・整備! 

重大事故を防ぐために日頃から気を付けましょう！



 

      ヤード火災は「管理」で防げます       

ヤード火災はひとたび発生すると、企業の信用失墜にも直結します。 

✔ 長時間燃焼         ✔ 黒煙・有害物質の発生 

✔ 近隣住民への健康被害  ✔ 事業停止・損害賠償リスク 

      発生原因の主な例       

・リチウムイオン電池などの発火  ・破砕、切断作業時の火花 

・自然発火（油分・可燃物の蓄積） ・不審火、たばこの投げ捨て 

     事業者が講じるべき基本対策      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       各種法令の遵守        

（国・千葉県）千葉県特定自動車部品のヤード内保管等の適正化に関する条例、 

千葉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例 など 

（四街道市）四街道市火災予防条例 など 

    危険物、指定可燃物の容量によっては届出が必要です。 

① 適正な保管管理 

□ 可燃物と不燃物を明確に区分 
□ リチウムイオン電池の保管方法の徹底 
    リチウムイオン電池が濡れないようにシートで覆う。直射日光を避ける。 

□ 積み上げ高さの制限 
□ 通路幅・離隔距離の確保 

② 火気管理の徹底 

□ 溶接・切断作業の事前確認 
□ 火花飛散防止措置 
□ 異常発熱や煙の早期発見 
□ 作業後の火気点検の実施 
 
③ 設備・体制整備 

□ 消火器・消火栓などの設置・定期点検 
□ 夜間照明・防犯カメラ設置 
□ 従業員への防火教育 


